
（
千
）
（
ケ
岳
）
（
境
）

Ⅲ
六
角
牛
山
・
仙
磐
山
・
五
葉
山
・
界
木
峠
・
笛
吹
峠
・
仙
人
峠
を
め
ぐ
る
一
帯

の
三
つ
に
区
分
で
き
る
。
い
ず
れ
も
現
遠
野
市
の
縁
辺
部
で
あ
り
、
Ｉ
は
稗
貫
郡
大
迫
町
・
下
閉
伊
郡
川
井
村
に
、
Ⅱ
は
下
閉
伊
郡
大
槌
町
に
、

Ⅲ
は
釜
石
市
に
重
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
迫
町
・
川
井
村
・
大
槌
町
・
釜
石
市
か
ら
み
て
も
、
そ
の
縁
辺
部
に
あ
た
る
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ

に
も
山
男
・
山
女
な
ど
の
出
現
の
記
録
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
『
遠
野
物
語
』
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
』
に
は
、

大
迫
町
・
川
井
村
・
大
槌
町
・
釜
石
市
に
か
か
わ
る
話
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
遠
野
物
語
』
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
『
遠
野
の

伊
能
嘉
矩
の
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
』
に
お
け

（
千
峯
）

Ｉ
早
池
峰
山
・
薬
師
岳
を
め
ぐ
る
一
帯

（
望
）

Ⅱ
白
見
山
を
め
ぐ
る
一
帯

（
千
）
（
ケ
岳
）
（
境
）

Ⅲ
六
角
牛
山
・
仙
磐
山
・
五
葉
山
・
界
木
峠
・
笛
吹
峠
・
仙
人
峠
を
め
ぐ
る

の
三
つ
に
区
分
で
き
る
。
い
ず
れ
も
現
遠
野
市
の
縁
辺
部
で
あ
り
、
Ｉ
は
稗
貫
郡

遠
野
郷
出
身
の
佐
々
木
喜
善
を
話
者
と
す
る
柳
田
國
男
の
『
遠
野
物
語
』
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
、
そ
れ
と
関
連
す
る
、
や
は
り
遠
野
郷
出
身
の

能
嘉
矩
の
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
』
に
お
け
る
山
男
・
山
女
な
ど
の
出
現
地
点
を
み
て
行
く
と
、
第
１
図
に
示
す
ご
と
く
、
北
の
方
か
ら
、

論
文大

島
高
任
の
洋
式
高
炉
の
建
設
と
柳
田
國
男
「
遠
野
物
語
」
の
山
人

一
「
遠
野
物
語
』
に
お
け
る
山
男
・
山
女
な
ど
の
出
現
地
点

キ
ー
ワ
ー
ド
叩
砂
鉄
岩
鉄
餅
鉄
鉄
銭
密
銭

岩
本
由
輝
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、
、
丑
イ
ー
エ
夕
勿
痢
‐
０
１
．
．
Ｌ
、
く
り
Ⅲ
ｖ
・
》
“
、
Ｊ

、
第

ま
ず
、
Ｉ
の
一
帯
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

。
『
遠
野
物
語
』
第
二
八
話
早
池
峰
山
に
い
た
る
山
路
を
つ
け
て
い
た
附
馬
牛
（
現
遠
野
市
）
の
猟
師
が
、
山
中
で
餅
の
大
好
き
な

「
大
な
る
坊
主
」
に
遭
遇
し
た
（
『
柳
田
國
男
全
集
』
〈
以
下
、
「
全
集
』
と
略
記
〉
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
一
○
月
、
二
三
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
」
第
二
九
話
「
天
狗
住
め
り
」
、
と
い
う
鶏
頭
山
（
前
薬
師
）
の
頂
上
で
、
山
口
（
現
遠
野
市
）
の
ハ
ネ
ト
と
い
う
家
の
主

人
が
、
あ
ま
た
の
金
銀
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
「
大
男
三
人
」
に
遭
遇
し
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
二
三
～
四
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
』
第
三
○
話
早
池
峰
山
に
竹
を
伐
り
に
行
っ
た
小
国
村
（
現
川
井
村
）
の
某
が
、
「
大
な
る
男
」
が
い
び
き
を
か
い
て
寝

一
ど
ノ
、
ミ
ー
さ
、
ミ
ニ
ま
、

ど

く
さ
ぐ
さ
』
は
、

C) 更

遠
野
郷
の
な
か
だ
け
で
完
結
さ
せ
て
み
る
こ

なｊ

と
は
で
き
ず
、
そ
の
反
対
側
か
ら
遠
野
郷
を
の
ぞ
い
て
み
る
必

遺拾

要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
野
郷
は
決
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
世
界

壺
胴物野

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
遠
野
物

臘
滞
語
」
は
、
そ
の
大
き
さ
の
ゆ
え
に
、
遠
野
郷
を
か
え
っ
て
閉
鎖

壺
叩
つ
つ

物
か
さ
れ
た
世
界
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

野
し
随
中

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
「
大
迫
町
史
』
『
川
井
村
史
』

脆
喋
『
大
槌
町
史
』
『
釜
石
市
史
」
な
ど
の
伝
説
や
昔
話
の
項
を
み
て

刑
点
Ⅱ
地
も
、
山
男
・
山
女
な
ど
に
関
す
る
話
は
出
て
来
ず
、
こ
れ
ら
市

・
現
Ｉ
咄
町
村
の
縁
辺
部
で
あ
る
遠
野
郷
に
接
す
る
あ
た
り
に
お
い
て
も
、

細
倣
『
遠
野
物
語
』
「
遠
野
物
語
拾
遺
』
「
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
』
に
お

市
男
け
る
山
男
・
山
女
な
ど
に
対
応
す
る
話
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な

野
山
遠
で
い
。
こ
れ
は
一
体
、
何
を
意
味
す
る
か
を
、
本
稿
で
は
考
え
て

図

行
く
こ
と
に
す
る
。
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ま
た
、
Ⅱ
の
一
帯
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

。
『
遠
野
物
語
』
第
三
三
話
茸
と
り
に
行
っ
た
人
が
、
「
白
望
の
山
奥
に
て
金
の
樋
と
金
の
杓
と
を
見
」
つ
け
た
が
、
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
側
の
木
の
皮
を
白
く
し
て
栞
に
し
て
帰
り
、
翌
日
、
人
々
と
一
緒
に
行
っ
て
み
た
ら
、
栞
と
も
ど
も
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
二
全
集
」
第
二
巻
、
二
四
頁
）
。

．
「
遠
野
物
語
』
第
三
五
話
喜
善
の
祖
父
の
弟
が
白
望
の
山
で
、
夜
、
「
谷
を
隔
て
た
る
あ
な
た
の
大
な
る
森
林
の
前
を
横
ぎ
り
て
、
女

の
走
り
行
く
の
を
見
た
」
が
、
そ
の
さ
ま
は
「
中
空
を
走
る
や
う
に
思
は
」
れ
、
「
待
て
ち
ゃ
ァ
と
二
声
ば
か
り
」
叫
ぶ
の
を
聞
い
て

が
、
そ
（

て
い
る
側
に
、
「
地
竹
に
て
編
み
た
る
三
尺
ば
か
り
の
草
履
を
脱
ぎ
て
あ
」
る
の
を
み
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
二
四
頁
）
。

。
「
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
○
六
話
一
九
一
三
（
大
正
三
年
の
冬
頃
、
土
淵
村
栃
内
和
野
（
現
遠
野
市
）
の
狩
人
菊
池
栄
作
が
、
早
池

峰
山
に
近
い
大
出
山
中
で
、
「
牧
場
小
屋
へ
行
」
く
と
い
う
「
麻
の
ム
ジ
リ
を
着
て
、
藤
蔓
で
編
ん
だ
鞄
を
下
げ
」
た
．
人
の
男
」

に
遭
遇
し
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
一
○
八
～
九
頁
）
。

．
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
・
第
一
束
』
第
五
○
話
「
昔
よ
り
山
男
住
め
り
」
と
い
う
伝
承
の
あ
る
早
池
峰
山
の
前
麓
「
薬
師
山
」
に
「
山

男
」
が
現
わ
れ
、
「
単
独
に
て
早
池
峰
に
登
山
す
る
人
」
に
酒
を
強
請
し
た
の
で
、
飯
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
飯
は
い
ら
な
い
と
い
い
、

「
山
の
奥
へ
隠
れ
去
り
し
こ
と
」
が
あ
っ
た
（
谷
川
健
一
編
「
遠
野
の
民
俗
と
歴
史
』
〈
以
下
、
「
民
俗
と
歴
史
」
と
略
記
〉
三
一
書
房
、
一
九

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
二
五
話
金
沢
村
（
現
大
槌
町
）
の
老
狩
人
が
、
一
九
一
三
（
大
正
三
年
秋
に
、
白
見
山
に
狩
に
行
き
、
夜

に
な
っ
て
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、
「
突
然
前
に
蝋
燭
が
三
本
、
ほ
と
ほ
と
と
燃
え
て
現
は
」
れ
た
の
で
、
「
立
止
っ
て
見
て
居
る
と
、
其

三
本
が
次
第
に
寄
り
合
っ
て
ふ
っ
と
一
本
に
な
り
、
焔
が
梢
太
く
燃
え
立
」
ち
、
「
其
火
の
穂
か
ら
髪
を
乱
し
た
女
の
顔
が
現
は
」
れ
、

「
薄
気
味
悪
く
笑
っ
た
」
二
全
集
』
第
二
巻
、
二
二
頁
）
。

．
『
遠
野
物
語
』
第
三
話
栃
内
村
和
野
（
現
遠
野
市
）
の
佐
々
木
嘉
右
衛
門
が
、
若
い
頃
、
白
望
山
と
思
え
る
山
奥
で
、
「
遙
か
な
る
岩

九
四
年
一
○
月
、
四
八
頁
）
。

い
る
二
全
集
』
第
二
巻
、

二
五
頁
）
。
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。
「
遠
野
物
語
」
第
幸

呼
ば
れ
る
山
に
、
’

第
二
巻
、
三
六
頁
）
。
第
七

。
「
遠
野
物
語
」
第
七
五
話
同
じ
離
森
の
長
者
屋
敷
（
現
遠
野
市
）
に
開
か
れ
た
マ
ッ
チ
の
軸
木
工
場
の
戸
口
に
、
夜
に
な
る
と
、
「
伺

ひ
寄
り
て
人
を
見
て
げ
た
げ
た
笑
ふ
」
女
が
あ
り
、
工
場
を
山
口
（
現
遠
野
市
）
に
移
し
て
か
ら
も
、
鉄
道
枕
木
の
伐
り
出
し
人
夫
が

女
に
「
何
処
へ
か
連
れ
出
」
さ
れ
、
「
帰
り
て
後
は
二
日
も
三
日
も
物
を
覚
え
ず
と
云
」
う
こ
と
が
あ
っ
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
三
六

。
「
遠
野
物
語
』
第
三
四
話
白
望
の
山
続
き
の
離
森
の
長
者
屋
敷
（
現
遠
野
市
）
と
い
う
「
無
人
の
境
」
に
炭
焼
き
に
行
っ
た
者
が
、

夜
、
小
屋
に
泊
っ
て
い
る
と
き
、
「
髪
を
二
つ
に
分
け
て
垂
れ
た
る
女
」
が
「
小
屋
の
垂
菰
を
か
皇
げ
て
、
内
を
覗
ふ
」
の
を
み
た

夜
、
小
屋
に
泊
っ
て
い
る
シ

．
『
遠
野
物
語
」
第
六
三
話
小
国
村
（
現
川
井
村
）
一
番
の
金
持
三
浦
某
と
い
う
家
が
、
貧
し
か
っ
た
二
、
三
代
前
の
頃
、
少
々
魯
鈍

な
そ
の
家
の
妻
が
門
前
を
流
れ
る
小
川
に
沿
っ
て
白
望
山
の
麓
と
思
え
る
山
中
に
蕗
を
採
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
マ
ョ
ヒ
ガ
に
遭
遇
し
、

山
男
の
家
か
と
思
い
、
恐
し
く
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
が
、
あ
る
日
、
門
前
の
小
川
で
米
を
研
い
で
い
る
と
、
上
流
か
ら
赤
い
椀
が
流
れ

て
き
た
の
で
拾
い
、
ケ
セ
ネ
ギ
ッ
の
ケ
セ
ネ
を
量
る
器
と
し
て
使
っ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
ま
で
も
ケ
セ
ネ
が
尽
き
ず
、
三
浦
家
は
豊
か
に

な
っ
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
三
一
～
二
頁
）
。

。
「
遠
野
物
語
」
第
六
四
話
金
沢
村
（
現
大
槌
町
）
か
ら
栃
内
村
（
現
遠
野
市
）
の
山
崎
家
の
娘
聟
と
な
っ
た
男
が
、
金
沢
村
の
実
家
に

帰
る
と
き
、
白
望
山
中
で
マ
ョ
ヒ
ガ
を
み
た
が
、
あ
と
で
大
勢
で
行
っ
て
み
る
と
、
マ
ョ
ヒ
ガ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
（
「
全
集
』
第
二

頁女
oに

（
『
全
集
」
第
二
巻
、
二
四
頁
）
。

巻
、
三
二
～
三
頁
）
。

の
上
に
美
し
き
女
一
人
」
、
「
長
き
黒
髪
を
杭
り
て
居
る
」
を
み
た
が
、
そ
の
女
の
「
顔
の
色
極
め
て
白
し
」
と
い
う
（
「
全
集
」
第
二
巻
、

一
五
頁
）
。

六
話
や
は
り
長
者
屋
敷
（
現
遠
野
市
）
近
く
の
長
者
の
家
で
、
糠
を
捨
て
た
こ
と
か
ら
で
き
た
と
い
う
糠
塚
と

に
「
鉄
を
吹
き
た
る
津
」
が
出
て
来
る
が
、
「
こ
の
長
者
は
昔
の
金
山
師
な
り
し
な
ら
ん
か
」
と
い
わ
れ
た
（
「
全
集
」
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。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
○
三
話
土
淵
村
山
口
（
現
遠
野
市
）
の
火
石
の
浜
歩
き
の
高
宮
勘
之
助
が
、
あ
る
日
、
大
槌
浜
（
現
大
槌

町
）
か
ら
魚
を
運
ん
で
帰
る
途
中
、
白
望
山
麓
の
山
落
場
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
「
谷
間
の
僅
か
の
平
に
一
面
に
菰
莚
を
敷
き
拡
げ
て
干

し
て
あ
っ
た
」
の
を
見
つ
け
、
行
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
「
も
う
何
者
か
取
り
片
附
け
た
後
で
、
一
枚
も
無
か
っ
た
」
含
全
集
』
第

し
て
あ
っ
た
」
の

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
三
六
話
土
淵
村
野
崎
（
現
遠
野
市
）
の
前
川
勘
左
衛
門
が
同
じ
山
落
場
に
萱
刈
り
に
行
き
、
小
屋
掛
け
し

て
泊
っ
て
居
た
と
こ
ろ
、
小
屋
の
す
ぐ
後
か
ら
「
年
寄
の
声
で
、
ひ
ど
く
大
き
く
あ
は
シ
と
二
度
ま
で
笑
」
う
の
を
聞
い
た
と
か
、

「
女
の
髪
の
赤
い
抜
毛
が
丸
め
て
落
ち
て
居
る
の
を
見
た
」
と
い
う
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
二
二
豆
。

．
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
・
第
一
束
』
第
五
二
話
大
白
見
と
い
う
白
見
山
（
現
遠
野
市
と
現
大
槌
町
の
境
）
の
中
部
の
大
沼
あ
た
り
に
は
、

「
昔
よ
り
山
男
住
居
す
と
云
ひ
伝
」
え
、
「
マ
ダ
の
木
の
皮
に
て
製
せ
し
大
き
な
草
蛙
を
穿
ち
て
往
来
す
」
と
い
う
が
、
山
男
に
は
一
身

三
頭
の
ミ
ッ
ャ
マ
と
、
一
身
四
頭
の
ョ
ツ
ャ
マ
が
あ
り
、
ミ
ッ
ャ
マ
は
猟
師
が
安
全
を
守
る
た
め
に
張
る
幸
縄
の
内
側
に
入
る
こ
と
を

い
や
が
る
と
い
う
（
「
歴
史
と
民
俗
』
四
八
～
九
頁
）
。

．
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
二
話
栗
橋
村
（
現
釜
石
市
）
ア
カ
ス
バ
の
狩
人
某
が
白
見
山
で
雨
の
な
か
霧
に
ま
か
れ
、
深
い
谷
に
落

ち
た
と
き
、
「
向
う
か
ら
髪
を
お
ど
る
に
振
り
乱
し
た
女
が
や
っ
て
来
る
の
に
逢
っ
た
」
が
、
「
着
物
は
完
く
ち
ぎ
れ
裂
け
、
素
足
」
で
、

「
鉄
砲
を
さ
し
向
け
る
と
、
た
だ
笑
ふ
ば
か
り
」
、
そ
の
う
ち
に
「
飛
ぶ
よ
う
に
駆
け
出
し
た
」
と
い
う
（
『
全
集
」
第
二
巻
、
二
○

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
二
七
話
野
崎
（
現
遠
野
市
）
の
佐
々
木
長
九
郎
が
白
見
山
に
入
り
、
小
屋
を
掛
け
て
泊
っ
て
い
た
と
き
、

「
洞
一
つ
隔
て
た
あ
た
り
で
頻
り
に
木
を
伐
る
音
が
聞
え
、
や
が
て
倒
れ
る
響
が
し
た
」
の
で
、
恐
ろ
し
く
な
り
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
、

「
待
て
え
と
引
裂
く
様
な
声
で
何
も
の
か
ダ
叫
ん
だ
」
と
い
う
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
二
二
～
三
豆
。

．
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
二
○
話
土
淵
村
（
現
遠
野
市
）
の
猟
師
政
吉
爺
が
白
見
山
麓
の
琴
畑
（
現
遠
野
市
）
の
奥
の
ガ
ロ
ダ
チ
で
、

岩
の
上
に
登
り
、
シ
カ
オ
キ
を
吹
い
て
い
る
と
、
「
不
意
に
後
か
ら
突
飛
ば
さ
れ
た
」
が
、
「
此
辺
は
昔
か
ら
山
男
や
山
女
の
通
り
道
と

1

頁
0

二
巻
、
一
○
八
頁
）
。
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謂
は
れ
て
居
る
処
で
あ
る
」
と
い
う
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
二
三
～
四
頁
）
。

さ
ら
に
、
Ⅲ
の
一
帯
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

〔
界
木
峠
（
現
遠
野
市
と
現
釜
石
市
と
の
境
）
〕

．
「
遠
野
物
語
」
第
九
話
駄
賃
稼
ぎ
を
業
と
す
る
笛
の
名
人
菊
池
弥
之
助
は
、
あ
る
薄
月
夜
、
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
あ
ま
た
の
仲
間
と

と
も
に
境
木
峠
を
こ
え
て
大
谷
地
（
現
釜
石
市
）
と
い
う
沢
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
「
谷
の
底
よ
り
何
者
か
高
き
声
に
て
面
白
い
ぞ

と
呼
は
る
」
の
を
聞
い
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一
七
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
』
第
九
六
話
境
木
峠
続
き
の
貞
任
山
に
は
、
「
昔
一
つ
眼
に
一
本
足
の
怪
物
」
が
お
り
、
旗
屋
の
縫
と
い
う
狩
人
に
退
治

さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、
そ
の
あ
た
り
は
一
面
深
い
林
で
あ
っ
た
の
に
、
鉱
山
が
盛
ん
に
な
り
、
木
は
お
お
か
た
伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た

〔
笛
吹
峠
（
現
遠
野
市
と
現
釜
石
市
の
境
）
〕

（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一

〔
愛
宕
山
（
現
遠
野
市
）
〕

第
二
巻
、
一

。
『
遠
野
物
語
』
第
五
話
遠
野
郷
か
ら
田
ノ
浜
や
吉
里
吉
里
（
と
も
に
現
大
槌
町
）
な
ど
の
漁
村
に
行
く
に
は
、
昔
か
ら
山
口
村
（
現
遠

野
市
）
よ
り
六
角
牛
山
の
方
に
入
っ
て
笛
吹
峠
を
越
え
る
の
が
距
離
が
短
く
、
よ
く
利
用
さ
れ
た
が
、
近
年
、
こ
の
峠
を
越
え
る
と
き
、

「
山
中
に
て
必
ず
山
男
山
女
に
出
逢
ふ
」
と
い
う
こ
と
で
、
皆
が
こ
わ
が
り
、
境
木
峠
の
方
に
別
に
新
た
な
道
を
開
き
、
和
山
（
現
釜

石
市
）
を
馬
継
場
に
し
、
今
は
二
里
以
上
も
遠
ま
わ
り
に
な
る
こ
ち
ら
ば
か
り
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一
五
～
六

石
市
）

。
『
遠
野
物
語
』
第
八
九
話
山
口
（
現
遠
野
市
）
か
ら
柏
崎
（
現
遠
野
市
）
に
行
く
に
は
、
「
昔
よ
り
山
の
神
出
づ
」
と
の
伝
承
の
あ
る

愛
宕
山
の
裾
を
ま
わ
る
が
、
和
野
（
現
遠
野
市
）
の
某
が
、
あ
る
日
の
夕
方
、
そ
こ
を
通
り
か
か
る
と
、
「
山
の
上
よ
り
降
り
来
る
丈

高
き
人
」
が
い
た
の
で
、
誰
で
あ
ろ
う
と
見
る
と
、
「
顔
は
非
常
に
赤
く
、
眼
は
耀
き
て
且
つ
如
何
に
も
驚
き
た
る
顔
」
で
、
「
山
の
神

な
り
」
と
知
り
、
後
を
も
み
ず
に
柏
崎
の
村
に
走
り
着
い
た
二
全
集
』
第
二
巻
、
四
○
頁
）
。

頁
）
。

○
四
頁
）
。
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と
呼
ぶ
者
が
あ
り
、
ふ

う
死
ん
で
い
る
ぞ
」
と

〔
六
角
牛
山
（
現
遠
野
市
）
〕

．
『
遠
野
物
語
』
第
九
三
話
和
野
（
現
遠
野
市
）
の
菊
池
菊
蔵
の
妻
は
笛
吹
峠
の
向
う
の
橋
野
（
現
釜
石
市
）
か
ら
来
た
者
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
妻
が
橋
野
の
実
家
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
糸
蔵
と
い
う
男
の
子
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
昼
過
ぎ
に
笛
吹
峠
の
六
角
牛
山
続
き
の

山
路
の
遠
野
分
か
ら
栗
橋
（
現
釜
石
市
）
分
へ
降
り
る
切
通
し
で
、
薄
暗
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
後
の
方
か
ら
「
菊
蔵
」

と
呼
ぶ
者
が
あ
り
、
ふ
り
か
え
る
と
、
崖
の
上
か
ら
「
顔
は
蒲
く
眼
の
光
り
か
ヌ
や
け
る
」
山
男
と
覚
し
き
者
が
、
「
お
前
の
子
は
も

う
死
ん
で
い
る
ぞ
一
と
い
っ
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
四
二
頁
）
。

．
『
遠
野
物
語
』
第
六
話
青
笹
村
大
字
糠
前
（
現
遠
野
市
）
の
長
者
の
娘
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
村
の
猟
師
某
が
、
あ
る

日
、
六
角
牛
山
に
行
っ
て
「
一
人
の
女
」
に
遭
い
、
恐
ろ
し
く
な
り
、
鉄
砲
で
撃
と
う
と
す
る
と
、
女
が
「
何
を
ぢ
で
は
無
い
か
、
ぶ

つ
な
」
と
い
う
の
で
、
よ
く
見
れ
ば
、
長
者
の
娘
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
何
故
に
こ
ん
な
処
に
居
る
ぞ
」
と
聞
い
た
ら
、
「
或
物
に
取
ら
れ

て
今
は
其
妻
と
な
」
り
、
「
子
あ
ま
た
生
み
た
れ
ど
、
す
べ
て
夫
が
食
ひ
尽
し
て
一
人
此
の
如
在
り
」
と
い
い
、
「
人
に
も
云
ふ
な
、
お

前
も
危
い
か
ら
早
く
帰
れ
」
と
い
わ
れ
、
逃
げ
帰
っ
て
来
た
（
『
全
集
」
第
二
巻
、
一
六
頁
）
。

．
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
・
第
一
束
』
第
五
四
話
六
角
牛
山
の
タ
カ
ッ
キ
岩
の
あ
た
り
に
山
男
が
住
む
が
、
「
身
の
長
け
一
丈
五
六
尺
、
足

も
一
本
、
目
も
一
つ
あ
る
の
み
」
で
、
「
極
め
て
笛
の
音
を
好
む
」
こ
と
か
ら
、
里
人
は
「
山
中
に
泊
す
る
時
に
は
笛
を
吹
く
こ
と
を

避
け
よ
」
と
戒
め
て
い
た
亀
歴
史
と
民
俗
』
五
○
頁
）
。

．
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
○
○
話
青
笹
村
（
現
遠
野
市
）
の
某
が
六
角
牛
山
に
行
き
、
マ
ダ
の
木
の
皮
を
剥
い
で
い
る
と
、
「
た
け
七

尺
も
あ
ら
う
か
と
思
ふ
男
」
が
呼
び
か
け
て
来
て
、
用
途
を
聞
く
の
で
話
し
て
や
る
と
、
剥
ぐ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
が
、
「
マ
ダ
の

木
を
へ
し
折
り
皮
を
剥
ぐ
こ
と
、
恰
も
常
人
が
草
を
折
る
様
で
あ
っ
た
」
。
な
お
、
こ
の
大
男
は
餅
を
好
み
、
そ
の
後
、
餅
と
交
換
で
、

マ
ダ
の
木
の
皮
を
某
の
家
ま
で
届
け
て
く
れ
る
こ
と
が
長
く
続
い
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
一
○
六
～
七
頁
）
。

．
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
○
二
話
明
治
未
頃
の
あ
る
年
、
土
淵
村
栃
内
大
楢
（
現
遠
野
市
）
の
大
楢
幸
助
が
六
角
牛
山
に
草
刈
に
行

き
、
「
曽
っ
て
見
知
ら
ぬ
沢
」
で
、
「
木
の
枝
に
は
、
お
び
た
ヌ
し
い
衣
類
が
洗
濯
し
て
干
し
て
あ
」
り
、
驚
い
て
見
て
い
る
と
、
．
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人
の
大
男
が
出
て
来
て
、
其
洗
濯
物
を
取
集
め
、
忽
ち
谷
の
方
へ
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一
○
八
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
三
○
話
上
郷
村
（
現
遠
野
市
）
の
旗
屋
の
縫
が
六
角
牛
山
に
狩
に
行
き
、
あ
る
沢
辺
で
一
人
の
女
に
遭
っ

た
が
、
そ
の
女
は
遠
野
の
村
兵
の
厩
別
家
の
女
房
で
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
者
で
あ
り
、
そ
の
女
の
い
う
に
は
、
「
あ
の
時
自
分

は
山
男
に
撞
は
れ
て
来
て
此
処
に
棲
ん
で
居
る
」
と
い
う
。
そ
の
山
男
は
、
「
気
の
優
し
い
親
切
な
男
だ
が
、
極
め
て
嫉
妬
深
い
の
で
、

そ
れ
ば
か
り
が
苦
の
種
で
あ
る
」
と
、
そ
の
女
は
い
い
、
「
今
は
気
仙
沼
の
浜
に
魚
を
買
ひ
に
行
っ
て
留
守
だ
」
け
れ
ど
、
帰
っ
て
来

る
と
、
「
決
し
て
よ
い
事
は
無
い
か
ら
、
ど
う
ぞ
早
く
此
処
を
立
ち
去
っ
て
下
さ
れ
」
と
い
っ
た
（
「
全
集
』
第
二
巻
、
二
○
豆
。

〔
五
葉
山
（
現
釜
石
市
と
現
気
仙
郡
住
田
町
と
の
境
）
〕

。
『
遠
野
物
語
』
第
七
話
上
郷
村
（
現
遠
野
市
）
の
猟
師
が
、
栗
拾
い
に
行
っ
た
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
同
村
の
民
家
の
娘
と

五
葉
山
の
腰
の
あ
た
り
の
岩
窟
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
出
会
っ
た
が
、
そ
の
女
が
い
う
に
は
、
山
で
「
恐
ろ
し
き
人
」
に
さ
ら
わ
れ
、

「
遁
げ
て
帰
ら
ん
と
思
へ
ど
些
の
隙
も
無
」
し
と
の
こ
と
、
「
如
何
な
る
人
」
と
問
う
と
、
女
は
「
自
分
に
は
並
の
人
間
に
見
ゆ
れ
ど
、

た
ヌ
丈
極
め
て
高
く
眼
の
色
少
し
凄
し
と
思
は
」
れ
、
「
子
共
も
幾
人
か
生
み
た
れ
ど
、
我
に
似
ざ
れ
ば
我
子
に
は
非
ず
と
云
ひ
て
食

ふ
に
や
殺
す
に
や
、
皆
何
れ
へ
か
持
ち
去
り
て
し
ま
う
也
」
と
い
う
こ
と
で
、
猟
師
が
「
ま
こ
と
に
我
々
と
同
じ
人
間
か
と
押
し
返
し

て
問
へ
」
ぱ
、
女
は
「
衣
類
な
ど
も
世
の
常
な
れ
ど
、
た
ヌ
眼
の
色
少
し
ち
が
へ
り
」
と
い
い
、
．
年
間
に
一
度
か
二
度
、
同
じ
や

う
な
る
人
四
五
人
集
り
来
て
、
何
事
か
話
を
為
し
や
が
て
何
方
へ
か
出
て
行
」
き
、
「
食
物
な
ど
外
よ
り
持
ち
来
る
を
見
れ
ば
町
へ
出

る
こ
と
な
ら
ん
」
と
い
う
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一
六
～
七
頁
）
。

．
「
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
・
第
一
束
」
第
四
七
話
「
遠
野
物
語
」
第
七
話
の
類
話
で
、
女
を
さ
ら
っ
た
山
男
の
こ
と
を
、
女
は
「
身
の
長
け

六
七
尺
に
余
り
、
全
身
に
荒
き
毛
を
生
じ
」
て
い
た
と
い
う
が
、
女
が
、
山
男
が
「
物
調
へ
ん
為
に
、
人
里
に
往
き
い
」
と
い
っ
た
の

で
、
そ
の
よ
う
な
異
形
で
は
人
里
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
猟
師
が
い
っ
た
と
こ
ろ
、
女
は
「
否
な
、
人
里
に
赴

く
折
り
に
は
巧
み
に
姿
を
変
じ
、
身
の
長
け
も
尋
常
の
大
き
さ
に
易
は
る
な
り
」
と
苦
し
い
説
明
を
し
て
い
る
（
「
歴
史
と
民
俗
」
四
六

～
七
頁
）
。
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
と
地
帯
区
分
し
た
な
か
で
、
と
く
に
Ⅲ
の
一
帯
に
山
男
・
山
女
の
出
現
地
点
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
し
か
も
単
に
集
中
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
事
象
が
相
関
連
し
な
が
ら
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
こ

の
一
帯
が
釜
石
側
か
ら
み
れ
ば
、
一
八
五
六
（
安
政
六
）
年
か
ら
建
設
を
開
始
さ
れ
た
大
島
高
任
の
洋
式
高
炉
が
置
か
れ
た
地
帯
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
大
橋
高
炉
・
橋
野
高
炉
・
佐
比
内
高
炉
・
砂
子
渡
高
炉
・
栗
林
高
炉
が

そ
こ
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
佐
比
内
高
炉
は
遠
野
側
に
あ
る
。
ま
た
、
山
男
が
姿
を
変
え
て
交
易
に
出
か
け
た
と
さ
れ
る
市
も
Ⅲ

に
近
い
と
こ
ろ
で
、
遠
野
・
甲
子
（
現
釜
石
市
）
・
釜
石
で
開
か
れ
て
い
る
。

の
贋
金
を
吹
き
、
一
夜
の

〔
早
瀬
川
河
畔
（
現
遠
野
市
）
〕

〔
赤
沢
山
（
現
遠
野
市
）
〕

〔
仙
磐
山
（
現
釜
石
市
）
〕

。
『
遠
野
物
語
』
第
一
○
七
話
上
郷
村
（
現
遠
野
市
）
の
早
瀬
川
の
岸
に
「
河
ぶ
ち
の
う
ち
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
の
家
の
若
き

娘
が
、
あ
る
日
、
河
原
で
「
丈
高
き
面
朱
の
や
う
な
る
人
」
に
遭
い
、
「
木
の
葉
と
か
何
と
か
」
を
貰
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
占
の
術
」
を

得
た
。
な
お
、
こ
の
「
異
人
は
山
の
神
に
て
」
、
娘
は
そ
の
「
山
の
神
の
子
に
な
」
っ
た
と
い
わ
れ
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
四
七
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
」
第
二
二
六
話
青
笹
村
字
中
沢
の
瀬
内
（
現
遠
野
市
）
に
、
兄
弟
七
人
、
皆
男
ば
か
り
の
家
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

総
領
は
「
江
戸
の
あ
た
り
を
流
れ
あ
る
い
て
居
」
て
、
「
後
に
帰
っ
て
来
て
」
か
ら
、
佐
比
内
（
現
遠
野
市
）
の
赤
沢
山
で
、
大
迫
銭

の
贋
金
を
吹
き
、
一
夜
の
う
ち
に
富
裕
に
な
っ
た
二
全
集
」
第
二
巻
、
一
五
四
頁
）
。

。
『
遠
野
物
語
拾
遺
』
第
一
○
九
話
あ
る
男
が
千
磐
ヶ
岳
（
現
釜
石
市
の
仙
磐
山
）
へ
草
刈
に
行
く
と
、
「
大
岩
の
間
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
た
着
物
に
木
の
葉
を
綴
り
合
わ
せ
た
も
の
を
着
た
、
山
姥
の
様
な
婆
様
」
に
出
会
っ
た
が
、
そ
の
婆
様
は
、
あ
る
と
き
、
夫
婦
喧
嘩

を
し
た
あ
と
、
行
方
不
明
に
な
り
、
神
隠
し
に
遭
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
遠
野
町
（
現
遠
野
市
）
の
某
で
、
「
山
男
に
撞
は
れ
て
来
て

此
処
に
斯
う
し
て
棲
ん
で
居
る
」
と
い
っ
た
（
「
全
集
」
第
二
巻
、
一
○
九
～
一
○
頁
）
。
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第

一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
か
ら
一
八
六
九
（
明

治
三
年
に
か
け
て
、
大
橋
高
炉
に
は
八
○
○
人
余
り
、
橋
野
高
炉
に
は
一
、
○
○
○
人
余
り
、
佐
比
内
高
炉
に
は
二
五
○
人
余
り
、
栗
林
高

炉
に
は
六
○
○
人
余
り
の
鉱
山
・
高
炉
・
銭
座
の
関
係
者
が
い
た
（
森
嘉
兵
衛
「
陸
奥
鉄
産
業
の
研
究
」
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
八
月
、

二
七
○
頁
表
Ⅱ
）
。
砂
子
渡
高
炉
に
つ
い
て
は
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
「
遠
野
物
語
」
の
山
男
・
山
女
な
ど
の
出
現
地
点
の
多

く
は
、
こ
れ
ら
鉱
山
・
高
炉
・
銭
座
の
関
係
者
が
生
活
し
て
い
た
地
点
で
あ
り
、
と
て
も
日
本
列
島
先
住
民
の
末
喬
の
跳
梁
が
み
ら
れ
る
よ
う

な
人
跡
稀
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
森
が
作
成
し
た
釜
石
地
区
の
洋
式
高
炉
の
所
在
と
鉄
鉱
石
採
掘
地
、
す
な
わ
ち
鉄
鉱
山

の
所
在
の
関
係
図
に
、
Ⅲ
の
一
帯
に
お
け
る
山
男
・
山
女
な
ど
の
出
現
地
点
を
入
れ
た
第
２
図
を
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

仕
開
肘
一
喜
善
生
家
）
剛

』、､96

0 1 2

ざ
梱
が
蜘
国
割

、
人
夫
六
○
○
人
余

一
・
謙

。
；

点
第

こ
れ
ま
で
『
遠
野
物
語
』
の
山
人
證
が
と
り
あ
げ
ら
れ

鋤
さ

る
と
き
、
こ
の
一
帯
が
洋
式
高
炉
が
集
中
的
に
建
設
さ
れ

出
ぐ
ｊ

如
峠
岬
姉
Ⅷ
棚
稲
刷
権
嘩
紳
碓
朏
椎
肌
飛
燗
馴
峠
却
肺
鮓
阯
螂
嘩

岬
号
》
》
帰
州
脈
訓
壺
畦
鋤
吐
か
川
仁
融
識
唾
州
鯏
附
程
測
洲
唖
吟
臘
》

細
番
ｊ
能
束
研

榊
榊
癌
》
一
》
極
剛
幟
肥
柵
帥
帥
即
細
細
州
抑
州
岫
禅
州
峠
州
物
則
い
い

鮖
鋤
鯛
期
鯉
に
は
、
小
金
井
良
精
の
ア
イ
ヌ
説
と
坪
井
正
五
郎
の
コ
ロ

鉄
遠
－
’
Ｉ

区
抑
字
孵
噸
ボ
ッ
ク
ル
説
で
あ
る
が
、
洋
式
高
炉
の
存
在
を
視
野
に
入

鋤
》
罪
蒔
儒
れ
て
み
れ
ば
、
山
人
證
を
あ
の
よ
う
な
形
で
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

図２

森
嘉
兵
衛
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
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洋
式
高
炉
が
登
場
す
る
以
前
の
盛
岡
藩
に
お
け
る
製
鉄
は
た
た
ら
を
用
い
た
奥
羽
流
と
呼
ば
れ
る
砂
鉄
精
錬
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
、
北
郡

田
名
部
通
、
九
戸
郡
久
慈
通
・
軽
米
通
・
葛
巻
通
・
野
田
通
、
閉
伊
郡
野
田
通
・
宮
古
通
で
あ
っ
た
（
森
前
掲
書
、
六
～
九
頁
）
。
砂
鉄
精
錬
で

生
産
さ
れ
た
鉄
は
刃
物
や
鋳
物
（
鍋
・
釜
）
な
ど
の
原
料
と
し
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、
砂
鉄
精
錬
は
、
大
島
高
任
の
洋
式
高
炉
に
よ
る
精
錬
が
始

ま
る
ま
で
は
、
出
雲
な
ど
も
含
め
て
日
本
列
島
に
お
け
る
製
鉄
の
主
流
で
あ
っ
た
。

釜
石
地
区
、
す
な
わ
ち
、
閉
伊
郡
大
槌
通
栗
林
村
・
甲
子
村
・
橋
野
村
（
以
上
、
現
釜
石
市
）
・
大
槌
村
（
現
大
槌
町
）
の
鉄
鉱
山
か
ら
出
る

鉱
石
は
砂
鉄
で
は
な
く
、
岩
鉄
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
磁
鉄
鉱
で
あ
っ
た
。
そ
の
発
見
は
、
栗
林
村
の
栗
林
鉄
鉱
山
の
場
合
、

一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
と
い
わ
れ
同
上
、
六
頁
）
、
あ
る
程
度
、
精
錬
も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
た
た
ら
に
よ
る
そ
れ
で
は
熔
解
が

十
分
で
な
く
、
稼
業
と
し
て
発
展
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
精
錬
の
コ
ス
ト
も
高
く
つ
き
、
ま
た
、
当
時
の
鉄
の
需
要
量
か
ら
い
っ
て
も
、

コ
ス
ト
が
安
く
て
す
む
砂
鉄
精
錬
で
十
分
、
間
に
合
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
一
七
二
七
（
享
保
一
二
）
年
に
は
甲
子
村
の
甲
子
鉄
鉱
山
で
岩
鉄

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
六
頁
）
が
、
採
掘
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
一
九
（
文
政
二
）
年
に
は
甲

子
村
の
久
古
の
沢
鉄
鉱
山
で
岩
鉄
が
発
見
さ
れ
た
が
、
採
掘
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
七
頁
）
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
日
本
列
島
の
近
海
に
、
黒
船
と
呼
ば
れ
る
外
国
船
が
出
没
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
海
防
強
化
の
必
要
か
ら
鉄

に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
。
一
つ
は
量
的
に
従
来
の
砂
鉄
精
錬
に
よ
る
鉄
の
生
産
で
は
需
要
が
ま
か
な
え
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
も
う
一
つ
は
鉄
の
質
の
問
題
で
あ
る
。
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
は
無
二
念
打
払
令
と
呼
ば
れ
る
異
国
船
打
払
令
が
出
さ
れ
、
大
砲
の

鋳
造
が
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
鉄
の
質
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

た
し
か
に
砂
鉄
精
錬
で
生
産
さ
れ
た
鉄
を
原
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
玉
鋼
は
、
〃
抜
け
れ
ば
玉
散
る
氷
の
刃
〃
と
い
わ
れ
る
日
本
刀
の
鍛
造

に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
優
秀
な
刃
物
用
の
鉄
は
、
大
砲
を
鋳
造
す
る
に
は
硬
す
ぎ
、
そ
れ
で
鋳
造
し
た
大
砲
は
発
射

二
大
島
高
任
の
洋
式
高
炉
の
建
設
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決
定
す
る
（
同
上
、
二
七
八
～
八

こ
の
間
、
大
橋
高
炉
は
、
一

に
よ
る
支
配
人
経
営
と
な
り
、

ま
た
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）

二
七
八
～
八

大
島
高
任
が
、
閉
伊
郡
大
槌
通
甲
子
村
（
現
釜
石
市
）
に
洋
式
高
炉
と
し
て
の
大
橋
高
炉
の
建
設
を
計
画
し
、
岩
鉄
、
す
な
わ
ち
磁
鉄
鉱
の

採
掘
を
含
め
、
盛
岡
藩
の
許
可
を
得
た
の
は
、
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
三

月
二
六
日
に
大
橋
高
炉
一
座
が
竣
工
し
た
が
、
中
野
作
右
衛
門
を
出
資
者
と
す
る
支
配
人
経
営
と
い
う
形
を
と
り
、
一
二
月
一
日
に
初
出
銑
の

の
ち
、
一
二
月
一
○
日
か
ら
本
格
的
出
銑
が
進
め
ら
れ
る
（
森
前
掲
書
、
二
七
二
～
三
頁
）
。

一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
五
月
一
九
日
、
大
島
は
盛
岡
藩
か
ら
閉
伊
郡
大
槌
通
橋
野
村
青
ノ
木
（
現
釜
石
市
）
に
橋
野
高
炉
の
建
設
に
つ
い

て
の
命
を
受
け
、
年
内
に
仮
高
炉
一
座
の
竣
工
を
み
、
藩
直
営
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
水
戸
藩
の
反
射
炉
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
予
定
の

販
路
が
失
な
わ
れ
て
経
営
の
危
機
に
直
面
す
る
。
し
か
し
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
二
月
に
仮
高
炉
の
経
営
を
藩
直
営
で
継
続
す
る
こ
と
を

の
さ
い
の
衝
撃
で
砲
身
に
ひ
び
が
入
り
、
割
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
発
射
に
よ
っ
て
砲
身
を
損
ね
な
い
よ
う
な
大
砲
を
鋳
造
す
る
に
は
、
餅

鉄
と
呼
ば
れ
る
柔
ら
か
い
鉄
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
こ
と
は
、
一
八
四
○
（
天
保
二
）
年
に
高
島
秋
帆
が
提
出
し
た
『
西
洋
砲

術
意
見
害
」
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
砲
を
鋳
造
す
る
た
め
に
、
一
八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
に
佐
賀
藩
や
鹿
児
島
藩
が
、

ま
た
、
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
は
幕
府
代
官
の
江
川
太
郎
左
衛
門
英
竜
（
担
庵
）
が
伊
豆
韮
山
に
、
そ
れ
ぞ
れ
反
射
炉
を
築
い
て
い
る
。

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
は
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
ー
ス
・
ペ
リ
ー
の
来
航
し
た
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
撰
夷
論

者
の
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
、
同
藩
那
珂
湊
（
現
那
珂
湊
市
）
に
反
射
炉
を
設
置
し
、
大
砲
鋳
造
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
一
連
の
反
射
炉

で
は
砂
鉄
精
錬
に
よ
る
鉄
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
期
待
す
る
大
砲
の
鋳
造
は
で
き
ず
、
餅
鉄
の
生
産
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
。
大
島
高
任
の
洋
式
高
炉
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
釜
石
地
区
の
岩
鉄
と
呼
ば
れ
る
磁
鉄
鉱
の
精
錬
の
た
め
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

○
頁
）
。

八
五
九
（
安
政
六
）
年
に
一
た
ん
、
藩
直
営
と
な
る
が
、
一
八
六
○
（
安
政
七
Ⅱ
万
延
元
）
年
に
は
高
須
清
次
郎

一
八
六
一
（
万
延
二
Ⅱ
文
久
元
）
年
に
は
高
炉
二
座
を
増
設
し
、
計
三
座
と
な
る
（
同
上
、
二
七
三
頁
）
。

年
に
は
高
須
清
次
郎
と
遠
野
の
商
人
忠
平
が
遠
野
南
部
家
の
許
可
を
得
て
、
閉
伊
郡
遠
野
通
上
郷
村
佐
比
内
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さ
ら
に
、
橋
野
高
炉
で
は
、
一
八
六
○

計
画
し
、
一
八
六
一
（
万
延
二
Ⅱ
文
久
元
）

座
が
そ
ろ
っ
て
い
る
（
同
上
、
二
八
二
頁
）
。

（
現
遠
野
市
）
に
佐
比
内
高
炉
一
座
を
建
設
し
、
両
人
に
よ
る
支
配
人
経
営
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
、
一
八
六
○
（
安
政
七
Ⅱ
万
延
元
）
か
ら
一

八
六
一
（
万
延
二
Ⅱ
文
久
元
）
年
に
か
け
て
高
炉
一
座
が
増
設
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
に
は
高
須
と
忠
平
と
が
対
立
し
、

忠
平
の
み
に
よ
る
支
配
人
経
営
と
な
る
が
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
は
、
忠
平
が
遠
野
南
部
家
か
ら
の
借
金
を
返
済
で
き
ず
、
高
炉
は
遠

野
南
部
家
に
接
収
さ
れ
る
（
同
上
、
三
一
二
～
三
豆
。

さ
ら
に
、
橋
野
高
炉
で
は
、
一
八
六
○
（
安
政
七
Ⅱ
万
延
元
）
年
二
月
三
日
に
盛
岡
藩
が
仮
高
炉
の
改
修
を
含
め
て
高
炉
三
座
の
建
設
を

計
画
し
、
一
八
六
一
（
万
延
二
Ⅱ
文
久
元
）
年
に
か
け
て
高
炉
二
座
が
築
か
れ
、
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
に
仮
高
炉
の
改
修
が
な
り
、
高
炉
三

こ
う
し
て
大
橋
高
炉
三
座
、
橋
野
高
炉
三
座
、
佐
比
内
高
炉
二
座
が
稼
動
す
る
と
、
鉄
の
生
産
が
需
要
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
。
海
防
上

の
必
要
か
ら
質
量
を
含
め
て
鉄
の
需
要
は
増
え
て
は
い
た
が
、
洋
式
高
炉
の
建
設
、
さ
ら
に
は
増
設
の
結
果
、
洋
式
高
炉
で
の
鉄
の
生
産
量
は

従
来
の
砂
鉄
精
錬
の
規
模
に
対
応
し
た
市
場
か
ら
た
ち
ま
ち
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
盛
岡
藩
で
は
売
れ
残
っ
た
洋
式
高
炉
で
生
産
さ
れ

た
鉄
を
原
料
に
鉄
銭
の
鋳
造
を
計
画
し
、
一
八
六
五
（
元
治
二
Ⅱ
慶
応
元
）
年
一
二
月
、
幕
府
か
ら
藩
内
通
用
銭
鋳
造
の
許
可
を
得
て
、
稗
貫

郡
大
迫
通
外
川
目
村
（
現
大
迫
町
）
に
外
川
目
銭
座
の
開
設
に
着
手
し
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
大
橋
高
炉
と
橋
野
高
炉
で
生
産
さ
れ
た

鉄
を
原
料
に
鋳
銭
を
開
始
す
る
（
同
上
、
三
二
八
～
九
頁
）
。
ま
た
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
五
月
に
は
閉
伊
郡
大
槌
通
栗
林
村
（
現
釜
石
市
）

に
外
川
目
銭
座
の
分
座
と
し
て
の
栗
林
銭
座
を
開
設
し
、
八
月
一
三
日
に
橋
野
高
炉
の
鉄
を
原
料
に
鉄
銭
の
鋳
造
を
開
始
す
る
（
同
上
、
三
三

一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
は
明
治
維
新
の
年
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
各
洋
式
高
炉
に
も
大
き
な
変
化
の

波
が
押
し
寄
せ
る
。
盛
岡
藩
は
戊
辰
戦
争
の
な
か
で
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
属
し
、
薩
長
を
中
心
と
し
た
西
軍
と
戦
い
、
敗
れ
る
こ
と
に
な
る
。

設
し
、
貫
洞
に
Ｌ

上
、
三
三
七
頁
）
。

五
頁
）
。
な
お
、
こ
の
間
、
一
八
六
五
（
元
治
二
Ⅱ
慶
応
元
）
年
に
は
、
貫
洞
瀬
左
衛
門
が
閉
伊
郡
大
槌
通
甲
子
村
（
現
釜
石
市
）
に
砂
子
渡
高
炉
を
開

し
、
貫
洞
に
よ
る
支
配
人
経
営
が
行
な
わ
れ
た
が
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
に
は
、
松
岡
清
蔵
に
よ
る
支
配
人
経
営
に
移
っ
て
い
る
（
同
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～
三
○
頁
）
。

ま
た
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
八
月
に
大
橋
高
炉
三
座
は
一
た
ん
休
業
す
る
（
同
上
、
二
七
三
頁
）
。
し
か
し
、
同
年
九
月
に
は
、

大
橋
高
炉
に
外
川
文
蔵
の
出
資
で
、
高
須
と
の
共
同
経
営
に
よ
る
外
川
目
銭
座
の
分
座
と
し
て
の
大
橋
銭
座
を
併
設
す
る
が
、
銭
座
は
や
は
り

表
向
き
藩
直
営
で
あ
っ
た
（
同
上
、
二
七
三
頁
、
三
三
○
頁
）
。
そ
し
て
、
一
二
月
に
は
外
川
が
大
橋
高
炉
に
属
す
る
鉄
山
の
経
営
権
を
獲
得
す

る
（
同
上
、
三
八
九
頁
）
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
五
月
に
は
、
大
橋
銭
座
で
銭
の
鋳
造
が
開
始
さ
れ
る
（
同
上
、
三
八
九
頁
）
。

さ
ら
に
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
八
月
に
は
、
砂
子
渡
高
炉
に
砂
子
渡
銭
座
が
併
設
さ
れ
、
表
向
き
は
藩
直
営
と
さ
れ
た
が
、

同
年
一
○
月
、
平
野
治
郎
兵
衛
（
近
江
屋
）
の
出
資
で
操
業
を
開
始
す
る
（
同
上
、
三
三
七
～
八
頁
）
。

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
二
月
に
は
、
栗
林
銭
座
に
高
炉
一
座
が
開
設
さ
れ
、
栗
林
高
炉
と
な
る
が
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
月
に
休

炉
と
な
っ
て
い
る
（
同
上
、
三
三
六
～
七
頁
、
三
八
九
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
釜
石
地
区
に
五
か
所
一
○
座
の
洋
式
高
炉
と
五
か
所
五
座
の
銭
座
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
迫
地
区
の
外
川
目
銭
座
は
、

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
百
姓
一
摸
の
過
程
で
焼
打
ち
に
あ
い
、
職
人
が
大
橋
銭
座
と
橋
野
銭
座
に
移
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る
（
同
上
、
三
二
九

″
勝
て
ば
官
軍
負
け
れ
ば
賊
軍
″
と
い
う
が
、
明
治
政
権
を
樹
立
し
た
西
軍
は
、
い
わ
ゆ
る
官
軍
と
な
り
、
盛
岡
藩
の
よ
う
に
最
後
ま
で
奥
羽

越
列
藩
同
盟
に
属
し
て
敗
れ
た
藩
は
、
い
わ
ゆ
る
賊
軍
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
四
月
に
は
、
佐
比
内
高
炉
が
岩
城
屋
理
平
に
よ
る
支
配
人
経
営
と
な
り
、
つ
ぎ
に

み
る
橋
野
銭
座
の
分
座
と
し
て
佐
比
内
銭
座
を
併
設
す
る
が
、
そ
こ
で
は
橋
野
銭
座
と
同
様
、
小
野
権
右
衛
門
（
井
筒
屋
が
出
資
し
、
表
向

き
は
藩
直
営
と
い
う
形
が
と
ら
れ
る
（
同
上
三
一
三
頁
）
。
な
お
、
小
野
は
間
も
な
く
小
野
組
を
設
立
す
る
。

つ
ぎ
に
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
Ⅱ
明
治
元
）
年
六
月
に
は
、
橋
野
高
炉
が
小
野
の
出
資
で
外
川
目
銭
座
の
分
座
と
し
て
の
橋
野
銭
座
を
併
設

す
る
が
、
銭
座
は
表
向
き
は
藩
直
営
と
さ
れ
る
（
同
上
、
三
三
三
頁
）
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
、
橋
野
高
炉
の
有
す
る
鉄
鉱
山
の
経
営
権
を
小

野
が
獲
得
す
る
（
同
上
、
三
八
九
頁
）
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
遠
野
郷
と
の
境
に
あ
た
る
釜
石
地
区
の
こ
れ
ら
洋
式
高
炉
や
銭
座
、
さ
ら
に
そ
こ
に
鉄
鉱
石
を
供
給
す
る
鉱
山
な
ど
で
働
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く
人
々
は
多
く
、
さ
き
に
も
み
た
よ
う
に
二
、
五
○
○
人
以
上
が
関
係
者
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
日
本
列
島

先
住
民
の
末
育
と
し
て
の
山
人
が
存
在
し
た
と
考
え
る
方
が
無
理
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
や
伊
能
が
柳
田
に
現
に
生
き
て
い
る
山
人
と
し
て
伝
え

た
も
の
の
実
態
は
、
要
す
る
に
洋
式
高
炉
・
銭
座
・
鉱
山
な
ど
で
働
く
人
々
で
あ
っ
た
と
み
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
関
係

者
に
は
他
か
ら
流
入
し
た
者
も
多
く
、
村
落
や
家
族
を
形
成
し
な
い
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
（
森
前
掲
書
、
一
七
二
～
三
頁
、
二
三
九
～
五

○
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
他
か
ら
流
入
し
た
人
々
を
〃
異
人
″
と
み
て
、
山
人
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
、
在
来
の
地
域
住
民
の
よ
そ
者
へ
の

対
応
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
佐
々
木
も
伊
能
も
こ
の
一
帯
で
の
洋
式
高
炉
・
銭
座
・
鉱
山
の
存

在
を
熟
知
し
て
い
る
は
ず
の
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
佐
々
木
の
生
家
の
あ
る
旧
土
淵
村
山
口
は
、
第
１
図

に
み
る
ご
と
く
、
境
木
峠
の
登
り
口
で
、
橋
野
高
炉
・
橋
野
銭
座
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
五
～
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
橋
高
炉
・
橋
野
高
炉
・
佐
比
内
高
炉
・
砂
子
渡
高
炉
な
ど
、
洋
式
高
炉
で
は
す
べ
て
過
剰
に
生
産
さ
れ
た
鉄
を
処
理
す
る
た

め
に
幕
府
の
許
可
を
得
て
銭
座
を
開
設
し
、
鉄
銭
の
鋳
造
を
行
な
い
、
栗
林
の
場
合
は
銭
座
が
先
に
で
き
、
あ
と
か
ら
高
炉
が
築
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
幕
藩
体
制
が
崩
壊
す
る
過
程
で
、
そ
こ
で
鋳
造
さ
れ
た
鉄
銭
は
私
鋳
銭
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
幕
藩
体
制
下

に
お
い
て
も
、
銭
座
関
係
者
が
銭
座
か
ら
母
銭
と
原
料
鉄
を
持
ち
出
し
て
山
中
な
ど
で
私
鋳
銭
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
あ
と
で

み
る
よ
う
に
、
徳
川
幕
府
の
貨
幣
政
策
の
も
と
で
の
銭
貨
の
鋳
造
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
鋳
銭
は
幕
藩
体
制
下
で
も
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
私
鋳
銭
で
も
流
通
過
程
に
入
れ
て
し
ま
え
ば
、
公
認
の
銭
座
で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
同
様
に
扱
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
流
通
過
程
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
市
で
使
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
遠
野
物
語
』
第
七
話
や
、
そ
の
類
話
で
あ

る
『
遠
野
の
く
さ
ぐ
さ
・
第
一
束
』
第
四
七
話
に
み
ら
れ
る
山
男
に
さ
ら
わ
れ
た
と
い
う
里
の
娘
の
話
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
政
権
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
一
二
月
に
私
鋳
銭
の
鋳
造
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
（
森
前
掲
書
、
三
八
九
頁
）
。
そ
う
な
れ
ば
、
私

鋳
銭
は
密
銭
と
し
て
取
締
の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
は
、
当
時
、
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
江
刺
県
は
密
銭

鋳
造
の
大
摘
発
に
乗
り
出
す
（
同
上
、
三
三
四
～
五
頁
）
。
こ
う
し
て
各
銭
座
は
潰
滅
す
る
が
、
一
部
の
密
銭
鋳
造
者
は
地
下
に
潜
る
こ
と
に
な

る
。
禁
止
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
密
銭
鋳
造
が
た
だ
ち
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
遠
野
物
語
』
の
山
人
證
に
は
、
そ
う
し
た
歴
史
の
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反
映
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
『
遠
野
物
語
拾
遺
」
第
二
二
六
話
に
は
、
佐
比
内
の
赤
沢
山
で
、
大
迫
銭
の
贋
金
を
吹
い
た
と

あ
る
が
、
要
す
る
に
外
川
目
銭
の
密
銭
を
吹
き
、
富
裕
に
な
っ
た
者
の
話
は
さ
き
に
も
挙
げ
て
お
い
た
二
全
集
」
第
二
巻
、
一
五
四
頁
）
。
あ
る

い
は
、
『
遠
野
物
語
」
第
六
話
や
第
七
話
に
、
山
男
に
さ
ら
わ
れ
た
と
称
す
る
里
の
娘
が
、
自
分
の
夫
は
生
ま
れ
た
子
供
を
喰
う
と
い
っ
て
い

る
の
は
、
密
銭
鋳
造
の
現
場
を
隠
す
た
め
に
相
手
を
近
づ
け
な
い
た
め
の
作
り
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
、
大
航
海

時
代
に
奥
地
に
行
く
と
食
人
種
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
流
布
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
港
町
の
商
人
た
ち
が
み
ず
か
ら
の
利
益
を
維
持
す

る
た
め
に
西
欧
人
を
直
接
奥
地
に
行
か
せ
な
い
た
め
の
細
工
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
化
人
類
学
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
弘
末
雅
士
「
東
南
ア

ジ
ア
の
港
市
国
家
と
後
背
地
」
〈
佐
藤
次
高
・
岸
本
美
緒
編
「
市
場
の
地
域
史
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
六
月
〉
一
○
六
～
一
○
頁
）
。
そ
し
て
、

『
遠
野
物
語
』
に
お
い
て
子
供
を
喰
う
と
い
わ
れ
る
山
男
も
市
の
日
に
は
普
通
の
姿
に
な
っ
て
市
に
出
て
行
く
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
み
ず
か
ら

鋳
造
し
た
密
銭
を
市
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
過
程
に
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
い
く
ら
普
通
の
姿
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

ま
っ
た
く
見
知
ら
ぬ
人
間
が
し
ば
し
ば
市
に
出
入
り
す
る
こ
と
は
不
自
然
な
わ
け
で
、
実
は
里
の
娘
を
さ
ら
っ
た
山
男
が
里
の
人
間
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
男
を
山
中
で
里
の
者
に
会
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
一

八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
江
刺
県
に
よ
る
密
銭
大
摘
発
以
降
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

山
男
・
山
女
と
い
え
ば
、
三
角
寛
が
名
づ
け
た
サ
ン
カ
と
い
う
漂
泊
民
が
連
想
さ
れ
る
。
サ
ン
カ
は
し
ば
し
ば
そ
の
由
来
の
古
さ
を
示
す
由

緒
書
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
浦
和
光
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
カ
と
い
わ
れ
る
人
々
の
出
現
は
、
そ
う
し
た
由
緒
書
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
よ
う
に
古
く
み
て
も
一
七
八
○
年
代
の
天
明
の
磯
謹
の
あ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
数
が
増
大
す
る
の
は
、
一
八
三
○
年
代
の
天
保
の

磯
饅
の
結
果
、
離
村
し
、
漂
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
た
ち
に
よ
る
も
の
で
、
も
と
は
農
民
で
あ
っ
た
人
々
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
沖
浦
和
光

「
解
題
」
〈
三
角
寛
サ
ン
カ
選
集
・
第
六
巻
「
サ
ン
カ
社
会
の
研
究
』
現
代
書
館
、
二
○
○
一
年
四
月
〉
三
七
○
～
九
頁
）
。
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徳
川
幕
府
が
実
施
し
た
貨
幣
制
度
は
、
金
・
銀
・
銅
三
貨
本
位
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
各
藩
で
は
幕
府
が
鋳
造
し
た
金
貨
・
銀
貨
・

銭
貨
を
使
用
し
、
そ
れ
で
必
要
な
貨
幣
量
を
ま
か
な
え
な
い
と
き
は
、
手
持
の
金
貨
・
銀
貨
を
担
保
に
藩
札
を
発
行
し
て
不
足
を
補
な
っ
た
が
、

本
来
、
金
貨
・
銀
貨
と
党
換
さ
れ
る
べ
き
藩
札
が
額
面
通
り
に
党
換
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
質
的
に
不
換
紙
幣
化
し
、
信
用
を
失
墜
さ
せ
て

行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
は
金
貨
・
銀
貨
の
鋳
造
に
つ
い
て
は
、
改
鋳
・
悪
鋳
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
と
に
か
く
金
座
・
銀
座
に
お
い
て
制
度
的
に
き
ち
ん
と

し
た
鋳
造
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
銭
貨
と
呼
ば
れ
る
銅
貨
に
つ
い
て
は
、
一
六
三
六
（
寛
永
一
三
）
年
の
寛
永
通
宝
の
鋳
造
ま
で
は
鋳
造
は
行

な
わ
れ
ず
、
永
楽
通
宝
な
ど
輸
入
銭
を
通
用
さ
せ
、
永
と
い
う
貨
幣
称
呼
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
あ
と
、
幕
府
は
、
一
七
六
八
（
明
和

五
）
年
に
、
も
う
一
度
、
寛
永
通
宝
を
発
行
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
に
も
、
ま
た
後
に
も
各
藩
や
商
人
の
申
請
に
も
と
づ
く
銭
座
に
よ
る
請

負
鋳
造
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
銅
で
寛
永
通
宝
を
鋳
造
す
る
と
、
四
文
と
い
う
額
面
以
上
の
コ
ス
ト
を
要
し
た

こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
銅
貨
に
よ
る
銭
貨
は
、
発
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
発
行
主
体
は
損
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
請
負
鋳
造
の
場
合
、
銅
銭
の
ほ
か
に
、
コ
ス
ト
が
安
く
て
す
む
鉄
銭
の
寛
永
通
宝
が
領
内
限
り
通
用
と
い
う
形

で
鋳
造
さ
れ
る
が
、
次
第
に
鉄
銭
の
鋳
造
が
増
加
し
て
く
る
。
同
じ
寛
永
通
宝
で
も
真
鐡
銭
（
銅
銭
）
と
精
鉄
銭
は
四
文
で
あ
る
の
に
対
し
、

粗
悪
な
鐇
銭
は
一
文
と
価
値
が
異
な
っ
た
。
し
か
も
私
鋳
銭
も
黙
認
さ
れ
、
一
た
ん
流
通
過
程
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
正
規
に
鋳
造
さ
れ
た
も

の
と
同
様
に
通
用
し
た
こ
と
か
ら
幣
制
の
混
乱
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
政
権
が
成
立
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
黙
認
さ
れ
て
き
た
私

鋳
銭
は
禁
じ
ら
れ
、
密
銭
と
し
て
摘
発
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
摘
発
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
こ

れ
か
ら
鋳
造
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
り
、
す
で
に
流
通
過
程
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
正
規
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
も
私
鋳
銭
も
そ
の
ま
ま

に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
新
た
に
密
銭
と
さ
れ
た
も
の
も
加
わ
っ
た
。
東
北
地
方
太
平
洋
側
で

三
幕
藩
体
制
下
の
貨
幣
政
策
と
銭
貨
の
鋳
造
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は
、
そ
れ
ら
は
三
陸
銭
あ
る
い
は
三
陸
通
用
組
銭
と
呼
ば
れ
た
。

明
治
政
権
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
五
月
一
八
日
に
、
「
三
陸
銭
相
場
」
は
「
是
迄
金
壱
両
二
付
銭
拾
壱
貫
」
で
あ
っ
た
が
、
「
向
後
時

相
場
ヲ
以
テ
通
用
可
致
事
」
と
い
う
達
を
出
し
て
い
る
（
「
仙
台
市
史
』
資
料
編
６
・
近
代
現
代
２
・
産
業
経
済
、
仙
台
市
、
二
○
○
一
年
九
月
、
三

四
四
頁
）
。
し
か
し
、
同
年
一
二
月
二
○
日
に
な
る
と
、
大
蔵
省
は
、
「
三
陸
通
用
鉗
銭
」
で
の
「
租
税
其
外
公
納
物
」
の
納
入
を
来
る
一
八
七

二
（
明
治
五
）
年
一
月
か
ら
禁
ず
る
旨
を
仙
台
県
に
命
じ
、
年
内
に
受
け
取
っ
た
分
に
つ
い
て
は
県
庁
で
あ
ず
か
り
、
そ
の
「
員
数
詳
細
」
だ

け
を
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
（
同
上
、
三
四
四
頁
）
。
要
す
る
に
、
も
て
あ
ま
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
の
太
政
官
達
で
、
「
旧
銭
銭
価
値
」
が
定
め
ら
れ
た
と
き
、
「
旧
仙
台
藩
井
盛
岡
藩
二
而
鋳
造
之

銭
銭
鐇
銭
卜
唱
候
壱
文
銭
者
、
金
五
拾
銭
二
付
八
千
枚
」
、
「
四
文
銭
与
唱
候
分
者
、
四
千
枚
ヲ
以
交
換
取
引
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
．
種
或
ハ
両
種
ヲ
併
ス
ル
モ
ー
口
之
取
遣
、
新
貨
五
拾
銭
ノ
高
ヲ
限
ル
ヘ
ク
、
之
ヲ
越
レ
ハ
拒
ム
ノ
権
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
（
同
上
、
三
四
八
～
九
頁
）
。
こ
こ
で
旧
仙
台
藩
に
て
鋳
造
と
あ
る
の
は
、
石
巻
銭
座
や
栗
木
銭
座
の
も
の
で
あ
る
が
、
旧
盛
岡
藩
に

て
と
あ
る
の
が
、
さ
き
に
み
た
外
川
目
銭
座
・
栗
林
銭
座
・
橋
野
銭
座
・
佐
比
内
銭
座
・
砂
子
渡
銭
座
・
大
橋
銭
座
で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
、

そ
の
周
辺
で
の
私
鋳
銭
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
三
陸
銭
・
三
陸
通
用
鉗
銭
の
処
理
に
関
し
て
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
二
八
日
に
宮
城
県
の
石
巻
お
よ
び
そ
の
周
辺

（
マ
マ
）

地
域
の
戸
長
・
副
戸
長
が
宮
城
県
に
対
し
、
「
岩
手
県
管
下
之
儀
者
、
右
銭
銭
多
之
故
か
、
方
今
頻
リ
ニ
北
上
川
筋
よ
り
運
般
相
成
、
当
石
巻

辺
者
右
銭
銭
ノ
ミ
ニ
テ
融
通
之
上
、
甚
不
便
宜
為
」
と
し
て
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
の
太
政
官
達
に
よ
る
交
換
比
率
を
、
「
金
五
拾

銭
二
付
、
右
壱
文
銭
者
壱
万
枚
、
四
文
銭
者
五
千
枚
」
に
変
更
し
て
ほ
し
い
と
申
請
し
た
（
同
上
、
三
四
八
頁
）
。
宮
城
県
で
は
、
こ
れ
を
受
け
、

同
年
九
月
九
日
、
こ
の
交
換
比
率
を
申
請
ど
お
り
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
大
蔵
省
に
上
申
す
る
と
と
も
に
、
「
銭
銭
関
係
ノ
諸
簿
記
等
モ
無
之
、

明
瞭
ナ
ラ
ス
候
得
共
」
、
い
ろ
い
ろ
勘
案
す
る
に
、
「
大
約
新
貨
弐
拾
八
万
円
二
当
ル
ノ
数
ヲ
鋳
造
」
し
た
と
推
定
し
た
う
え
で
、
「
現
二
民
間

ニ
在
ル
物
ヲ
概
算
ス
ル
ニ
、
新
貨
三
万
円
ヲ
超
ユ
ヘ
カ
ラ
」
ず
と
い
っ
て
い
る
（
同
上
、
三
四
九
～
五
○
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
大
島
高
任
の
建
設
し
た
洋
式
高
炉
に
併
設
さ
れ
た
銭
座
や
そ
の
周
辺
で
鋳
造
さ
れ
た
鉄
銭
は
仙
台
藩
↓
宮
城
県
に
持
ち
こ
ま
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一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
七
月
に
は
、
大
橋
高
炉
・
橋
野
高
炉
・
佐
比
内
高
炉
・
栗
林
高
炉
の
四
高
炉
が
官
行
指
令
を
受
け
る
（
同
上
、
三

七
○
頁
）
。
そ
し
て
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
三
月
、
工
部
省
は
一
帯
を
釜
石
鉱
山
と
し
て
官
行
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
指
令

や
決
定
が
出
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
き
に
調
査
を
行
な
っ
た
ゴ
ッ
ド
フ
レ
ー
の
献
策
が
大
い
に
物
を
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
百
本
国
有
鉄
道

仙
台
駐
在
理
事
室
編
「
も
の
が
た
り
東
北
本
線
史
」
〈
以
下
、
『
本
線
史
」
と
略
記
〉
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会
東
北
支
部
、
一
九
七
一
年
四
月
、
五
頁
）
。

五
月
二
一
日
に
工
部
省
鉱
山
寮
釜
石
支
所
が
設
置
さ
れ
、
八
月
一
○
日
、
大
橋
高
炉
に
お
い
て
官
行
釜
石
鉱
山
の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る

（
森
前
掲
書
三
七
○
頁
）
。
九
月
に
は
、
ゴ
ッ
ド
フ
レ
ー
が
工
部
省
鉄
道
寮
傭
建
設
技
師
の
イ
ギ
リ
ス
人
チ
ャ
ー
ル
ス
・
シ
ェ
パ
ー
ド
を
同
行

し
て
釜
石
を
訪
れ
、
鉄
道
建
設
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
る
二
本
線
史
」
五
～
六
頁
）
が
、
二
月
二
九
日
に
は
、
橋
野
高
炉
・
佐
比
内
高
炉
・

栗
林
高
炉
は
官
行
か
ら
除
外
さ
れ
、
官
行
釜
石
鉱
山
の
事
業
は
大
橋
高
炉
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
森
前
掲
害
、
三
七
○
頁
）
。
そ
し
て
、

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
五
月
に
は
、
工
部
省
鉄
道
寮
傭
建
設
助
役
の
イ
ギ
リ
ス
人
Ｇ
・
バ
ー
ゼ
ル
が
鉱
山
寮
土
木
技
師
と
し
て
釜
石
を
訪
れ
、

鉄
道
建
設
の
た
め
の
測
量
に
着
手
し
、
八
月
か
ら
工
部
省
釜
石
鉄
道
線
の
建
設
を
開
始
す
る
（
「
本
線
史
』
六
頁
）
。

こ
う
し
た
一
連
の
現
地
調
査
に
よ
り
採
鉱
所
を
甲
子
村
大
橋
に
置
き
、
製
鉄
所
は
釜
石
港
に
面
し
た
釜
石
村
鈴
子
に
、
さ
ら
に
燃
料
の
木
炭

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
五
月
、
前
年
休
炉
に
な
っ
て
い
た
栗
林
高
炉
が
再
開
さ
れ
る
（
森
前
掲
書
、
三
三
七
頁
）
。
ま
た
、
同
年
七
月
、
工

部
省
の
傭
鉱
山
師
長
の
イ
ギ
リ
ス
人
Ｊ
・
Ｇ
・
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
が
釜
石
地
区
の
鉱
山
調
査
に
訪
れ
る
（
同
上
、
三
八
八
頁
）
。
同
年
九
月
に
は
橋

野
高
炉
に
小
野
組
が
出
資
し
、
二
月
に
は
大
橋
高
炉
に
お
い
て
小
野
権
十
郎
が
山
元
と
な
り
、
高
須
と
外
川
に
よ
る
共
同
経
営
が
継
続
さ
れ

野
高
炉
に
小
野
組
が
出
資
し
、

て
い
る
（
同
上
、
三
七
○
頁
）
。

れ
、
旧
貨
整
理
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
江
刺
県
↓
岩
手
県
に
お
け
る
旧
貨
整
理
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

四
官
行
釜
石
鉱
山
か
ら
田
中
製
鉄
所
の
成
立
ま
で
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，
を
焼
く
製
炭
所
を
甲
子
村
小
川
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
に
支
線
を
含
め
た
鉄
道
が
敷
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
（
同
上
、
六
頁
）
、
そ
の

位
置
関
係
は
第
３
図
に
よ
ら
れ
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
以
下
、
当
時
、
釜
石
を
訪
れ
た
外
国
人
の
姿

が
『
遠
野
物
語
」
の
山
人
謹
に
影
を
お
と
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
山
人
讃
は
、
日
本
列

島
先
住
民
の
末
育
の
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
日
本
に
お
け
る
〃
文
明
開
化
″
の
過
程
の
一
端
を
示
す
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
当
時
、
釜
石
に
在
勤
し
た
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
以
外
の
外
国
人
に
つ
い
て
、
『
釜
石
市
史
」
史
料
編
四
（
釜
石
市
、
一
九
六
三
年
五
月
）
か

ら
第
１
表
の
よ
う
な
一
覧
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
べ
て
同
時
に
釜
石
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
代
と
し
て
一
七
人
と
い
う
の

は
大
変
な
数
の
外
国
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
釜
石
で
の
在
勤
期
間
は
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
一
七
人
中
、
一
年
未
満
が
二
人
、
一

年
以
上
～
二
年
未
満
が
四
人
、
二
年
以
上
～
三
年
未
満
が
五
人
、
三
年
以
上
～
四
年
未
満
が
四
人
、
四
年
以
上
～
五
年
ま
で
が
二
人
で
あ
り
、

彼
ら
が
例
の
Ⅲ
の
一
帯
を
歩
き
、
遠
野
側
の
人
々
の
視
野
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
遠
野
物
語
』
第
八
九
話
に
登
場
す
る
「
山

の
神
」
な
ど
、
こ
う
し
た
外
国
人
の
風
貌
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
『
遠
野
物
語
』
第
五
話
の
、
近
年
笛
吹
峠
に
お
い
て
山
男
・
山

女
に
遭
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
遠
ま
わ
り
を
し
て
境
木
峠
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
た
だ
ち
に
外
国
人
と
の
遭
遇
と
は

結
び
つ
か
な
い
と
し
て
も
、
大
島
高
任
の
洋
式
高
炉
の
開
設
と
無
縁
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
八
七
八
萌
治
二
）
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
シ
ャ
ー
プ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
社
製
の
機
関
車
三
両
が
釜
石

港
に
到
着
す
る
（
「
本
線
史
』
八
頁
）
。
そ
し
て
、
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
二
月
一
七
日
、
工
部
省
釜
石
鉄
道
線
全
長
一
六
マ
イ
ル
あ
ま
り
の

工
事
が
第
３
図
の
よ
う
な
路
線
で
完
成
す
る
が
、
早
速
、
試
運
転
を
兼
ね
て
製
鉄
所
用
の
鉱
石
や
鉱
山
用
の
資
材
運
搬
を
行
な
い
、
一
八
八
二

（
明
治
一
五
）
年
三
月
一
四
日
、
旅
客
を
扱
う
営
業
運
転
を
開
始
す
る
（
同
上
、
六
～
九
頁
）
。

こ
の
間
、
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
九
月
に
鉱
山
の
諸
設
備
が
完
成
し
、
九
月
一
○
日
に
製
鉄
所
の
高
炉
の
火
入
れ
が
行
な
わ
れ
、
一
日

約
七
ト
ン
の
鉄
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
上
、
九
頁
）
。
し
か
し
、
間
も
な
く
高
炉
に
不
具
合
が
生
じ
、
出
銑
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な

か
っ
た
た
め
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
二
月
一
八
日
に
工
部
省
は
官
行
釜
石
鉱
山
の
廃
止
を
決
定
し
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
二

月
に
完
全
に
操
業
を
止
め
、
六
月
一
○
日
限
り
で
工
部
省
鉱
山
局
釜
石
分
局
を
廃
止
し
て
い
る
（
同
上
、
一
○
～
一
亘
。
こ
の
結
果
、
工
部
省
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第1表工部省釜石関係傭外国人各務担当表

(｢釜石市史」史科編四、345－8頁より作成）
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国籍 氏 名 職種 月給（円） 在勤期間

ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス

ドイツ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

イギリ

ドイツ

ドイツ

イギリ

イギリ

イギリ

ルイス・ヒャンジー

ヂーポルセン

ウィリプラム・シェーヒー・カスラー

アレキサントル・スミツスフヒールド

トーマス・フラットレー

トーマス・ハーリン

ベルヘルトー・プリストー

セームス・ニュートン

ジョン・ホルトソ

ウィリアム・ワーレス

リチャート・レスター

ウヰルリヤム・エムアットウェル

ウヰルヘルム・カラース

エフ・テッシンリン

ジェームス・スコット

ジョーセフ・ トーマス

ジョーセフ・カスプルトリン

鉱山兼製鉄師

土木師

建築師

建築師

器械師

器械職工長

汽車組立師

施鉄工

鋳鉄師

錆鉱炉管守兼

瓦斯技手

師
師
師

械
鉄
鉱

器
煉
鋳

千草丸運転手

機械師

製鉄師

鋳鉱師補助

350,000

375.000

375,()00

156,000

190,000

195,200

日当4,500

日当4,000

225,000

205,000

270,833

175,000

300,000

100,000

300,000

225,000

150,000

1874．3－77．2

1875.5鉄道局より雇

替一80.3

１
１
５
２

●
●
●
●

８
９
１
８

７
７
８
７

２
５
５
８

①
争
●
●

６
６
６
６

７
７
７
７

８
８
８
８

１
１
１
１

(1ケ月英金40ポンド

の約定、 1ポンド4円

88銭割）

1874.4鉄道局より転

雇一81.8

1879.9鉄道局より転

雇一82.3

２
２

●
●

３
３
８
８

９
４

①
●

９
９
７
７
８
８
１
１

1881．5－84．5

1881．5－84.5

1881．6－83．6

1881．8－81．11

２
４
９

●
●
●

３
３
３

８
８
８

３
６
８

●
●
●

２
２
２

８
８
８

８
８
８

１
１
１



第2表永出永寿坊徳勧による日英対照語彙

(｢釜石市史」史料編四 104～7頁より作成）

釜
石
鉄
道
も
廃
線
と
な
り
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
○
月
一
○

日
に
レ
ー
ル
・
車
輌
の
一
切
が
大
阪
堺
間
鉄
道
会
社
（
の
ち
、
阪
堺
鉄

道
会
社
、
現
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
）
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
る
（
同

上
、
二
頁
）
。
こ
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
は
、
宇
田
正
「
官
営
釜
石

鉱
山
鉄
道
資
材
の
払
下
げ
と
阪
堺
鉄
道
会
社
の
成
立
ｌ
「
工
部
省
時
代
」

の
終
焉
ｌ
」
二
追
手
門
経
済
論
集
』
第
一
巻
第
二
号
、
追
手
門
学
院
大
学

経
済
学
会
、
一
九
六
七
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
官
行
釜
石
鉱
山
と
工
部
省
釜
石
鉄
道

線
は
、
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
日
本
と
し
て
は
最

先
端
の
技
術
に
よ
っ
て
釜
石
に
お
け
る
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
遠
野
側
か
ら
み
て
、
六
角
牛
山
か
ら
東
、
仙
磐
山
に
か
け
て
の

一
帯
は
決
し
て
人
跡
未
踏
の
深
山
幽
谷
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
釜
石
市
史
』
史
料
編
四
に
は
、
官
行
釜
石
鉱
山
時
代
の
、
し
か
も

新
貨
で
は
な
く
、
旧
貨
が
行
な
わ
れ
た
段
階
に
書
か
れ
た
と
推
定
で
き

る
「
永
出
永
寿
坊
徳
勧
手
記
」
の
な
か
に
、
〔
異
人
語
早
学
問
也
〕
と

い
う
日
英
対
照
語
彙
集
な
る
も
の
が
載
っ
て
い
る
が
（
「
釜
石
市
史
』
史

料
編
四
、
一
○
四
～
七
頁
）
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
第
２
表
で
あ
る
。

永
寿
坊
と
い
う
修
験
と
覚
し
き
八
二
歳
の
老
人
の
外
国
人
の
使
う
こ
と

ば
に
関
心
を
示
す
姿
勢
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
釜

石
側
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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日本語 英語 日本語 英語 日本語 英語 日本語 英語

天保百文

天保弐百文

天保三百文

天保四百文

天保五百文

天保六百文

天保七百文

天保八百文

天保九百文

天保壱貫文

歩
朱
朱
分
両

壱
弐
壱
弐
壱

金
金
金
金
金

日
月

わん天保

とう天保

つれい天保

ほふ天保

ふあい天保

せぎす天保

せぶん天保

ゑい天保

ない天保

てん天保

わん壱分

はふ壱分

こあらい壱分

とう壱分

ほふ壱分

ぞん

むん

星
雲
雨
風
雷
山
川
火
水
仏
寺
舟
家
金
男
女
亭主

すたある

くろうど

れえん

ういと

そんとる

むえんてい

りいうる

ふはや

おわた

ふたん

ちやあち

ぼうと

はうと

がある

くるそめん

をふめん

ました

母

女房

爺さん

婆さん

男子

女子

大きい

小さい

少し

旅館

酒
魚
米

煙管

雀
猫

ざ
ふ

シ
つ
い

も
わ

けれんとふあうさ

けれんともふざ

ん
た
そ
う
を
と

らち

すもる

りとる

ほでいるはうす

わいん

ふえし

らいす

ばいふ

すはろう

けっと

犬
馬
卵
烏
笑う

休日

昨日

今日

昼
朝
夜

夕方

起きる

寝る

馬鹿

刃物

どうけ

ほ〉す

えぎす

くろう

らふ

どんたく

やしとでい

どてい

でい

もうねん

ないた

とわいらいと

けたつふ

すいつぷ

ふうる

ないふ

ただし、英語でないものもいくつかある。



さ
ら
に
、
同
史
料
編
に
は
、
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た
農
目
篇
旨
冨
ロ
ミ
①
異
辱
冨
邑
》
》
の
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
八
月
二
八
日
号
に
載

っ
た
、
《
〆
四
日
巴
の
三
と
い
う
記
事
の
訳
文
を
板
沢
武
雄
『
釜
石
雑
考
』
か
ら
引
用
し
、
「
英
字
新
聞
に
見
え
た
明
治
八
年
の
釜
石
」
と
題
し
て
、

釜
石
弓
言
ロ
具
の
ｓ
ｐ
の
》
○
局
の
言
口
呂
三
と
は
日
本
本
州
の
北
東
海
岸
、
山
田
と
仙
台
と
の
中
間
に
位
置
す
る
寒
村
の
こ
と
で
あ
る
。
明
媚
な
岩
礁

の
相
迫
っ
て
湾
を
な
す
と
こ
ろ
、
湾
内
の
水
は
磨
い
た
鏡
の
よ
う
に
静
か
に
き
ら
め
き
、
水
底
に
は
欝
蒼
た
る
海
岸
が
透
映
し
、
そ
の
水
の
深
い
こ

と
好
箇
の
港
湾
で
あ
る
。
然
し
惜
し
い
哉
、
（
略
）
こ
の
波
静
か
な
良
港
も
、
そ
の
港
口
に
二
つ
の
暗
礁
の
横
わ
る
あ
り
て
、
船
舶
が
安
全
に
そ
の

所
を
通
過
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
憾
み
が
あ
る
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
こ
の
「
石
の
釜
」
と
い
う
地
名
は
何
か
ら
起
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
台
所
に
関
係
す
る
奇
異
な
地
名
も
、
恐
ら
く
は
、
こ
の
地

よ
り
約
十
二
哩
を
距
る
大
橋
附
近
一
帯
の
山
彙
か
ら
産
す
る
鉄
鉱
に
関
係
あ
る
微
妙
な
観
測
に
因
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
略
）

現
在
人
口
三
九
五
五
人
、
戸
数
七
九
二
戸
、
神
社
一
五
、
寺
院
二
、
校
長
一
人
、
生
徒
一
三
五
名
、
ゲ
ン
シ
ン
の
一
族
が
最
も
多
い
。
（
略
）
釜

石
以
上
に
絵
画
的
に
位
置
す
る
村
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
周
囲
に
高
く
聟
ゆ
る
山
の
麓
に
位
置
す
る
人
家
、
緑
の
並
木
に
境
さ
れ
る
径
、

村
の
中
心
原
始
林
か
ら
な
る
一
つ
の
山
の
裾
の
上
に
村
の
長
師
蝦
鮒
井
の
家
が
あ
る
。
日
本
の
山
は
彼
等
の
住
宅
に
よ
く
選
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

神
秘
的
な
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
住
む
目
の
大
き
い
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
な
子
供
等
が
、
真
夜
中
に
声
を
聞
い
た
と
い
う
怪
談
や
、
満
月
に

見
た
こ
の
世
の
者
で
は
な
い
怪
物
の
話
な
ど
珍
ら
し
く
な
い
。

こ
の
町
の
家
の
作
り
は
堅
牢
で
よ
い
作
り
で
あ
る
。
ど
っ
し
り
と
建
て
ら
れ
、
時
代
を
経
て
煤
け
て
い
る
建
物
が
新
ら
し
い
近
代
的
な
建
物
と
粗

（
マ
マ
）

全
く
こ
ん
な
良
い
土
地
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
（
略
）
塵
填
多
い
都
会
に
住
み
、
心
身
の
休
息
を
求
め
る
人
達
に
、
釜
石
ほ
ど
よ
い
土
地
を
見
え

（
マ
マ
）

出
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
読
者
諸
君
、
も
し
休
息
の
地
を
こ
易
の
ど
こ
か
に
見
え
出
そ
う
と
欲
す
る
の
士
は
急
ぎ
給
え
。
こ
の
港
に

近
い
谷
は
既
に
人
間
で
一
杯
で
あ
る
。
樵
夫
の
斧
は
建
築
用
材
の
き
り
出
し
に
忙
し
い
。
鉄
道
用
の
土
堤
は
今
は
人
間
の
手
の
大
き
さ
に
及
ば
な
い

が
、
や
が
て
鉱
石
を
運
ぶ
貨
車
が
と
ダ
ろ
き
、
鉱
石
の
壁
を
平
地
に
築
き
上
げ
る
で
あ
ろ
う
。

（
中
略
）

（
中
略
）
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釜
石
は
北
緯
三
九
度
一
六
分
三
○
秒
、
東
経
一
四
一
度
五
二
分
五
○
秒
、
偏
差
四
度
十
分
に
位
置
す
る
。
釜
石
は
今
や
磁
鉄
鉱
が
発
見
さ
れ
て
、

そ
れ
が
た
め
政
府
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
土
地
と
な
っ
た
（
同
上
、
三
二
三
～
六
頁
。
略
・
中
略
ｌ
岩
本
）
。

と
い
う
形
で
、
釜
石
鉱
山
の
官
行
決
定
後
、
工
部
省
釜
石
鉄
道
線
の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
当
時
の
釜
石
の
状
況
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
な
か
で
、
日
本
人
が
住
宅
を
建
て
る
こ
と
を
好
む
山
、
お
そ
ら
く
小
高
い
丘
地
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
住
む
子
供
た
ち
の
伝
え

る
、
真
夜
中
に
声
を
聞
く
と
い
う
怪
談
や
満
月
に
み
た
怪
物
の
話
と
い
う
の
も
、
日
本
列
島
の
ど
こ
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

こ
と
さ
ら
山
人
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
山
の
方
向
と
い
う
の
は
仙
磐
山
か
ら
六
角
牛
山
に
か
け
て
の
遠
野
郷
に
向

け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
猿
は
、
こ
れ
ま
た
遠
野
郷
と
の
境
に
あ
る
六
角
牛
山
や
仙
人
峠
で
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
『
遠
野
物
語
』
第
四

四
話
か
ら
第
四
九
話
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
（
「
全
集
』
二
七
～
八
頁
）
。
な
お
、
こ
こ
に
出
て
く
る
釜
石
の
人
の
食
べ
る
主
な
魚
と
さ
れ
る
南

部
鮫
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
崎
俵
物
と
し
て
中
国
に
輸
出
さ
れ
る
干
鮠
・
煎
海
嵐
と
並
ぶ
鰭
鰭
の
原
料
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
鰭
鰭
を
と
っ
た

（
マ
マ
）

野
な
対
称
の
う
ち
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
近
代
的
な
建
物
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
屋
根
は
滑
ら
か
な
川
石
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
そ
の

石
が
川
原
に
あ
っ
た
時
と
同
じ
よ
う
に
密
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
風
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
こ
愛
の
人
達
は
鉄
の

産
地
に
住
み
な
が
ら
、
釘
を
用
い
な
い
で
す
ま
す
簡
易
な
葺
き
方
を
す
る
の
で
あ
る
。
あ
皇
地
下
に
は
豊
富
な
鉄
鉱
が
あ
る
の
に
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
村
が
絵
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
魚
の
た
め
に
横
さ
れ
て
い
る
。
魚
は
木
の
枝
に
も
、

大
通
り
に
も
、
裏
通
り
に
も
、
家
の
中
に
も
、
魚
が
一
ぱ
い
で
あ
る
。
空
に
も
魚
、
到
る
と
こ
ろ
魚
々
で
あ
る
。
漁
民
は
住
民
の
唯
一
の
生
業
で
あ

（
マ
マ
）

る
。
米
は
山
を
越
し
て
遠
野
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
の
主
な
る
食
物
は
南
部
鮫
。
四
日
ｇ
‐
閏
日
の
で
あ
る
。
沖
で
切
っ
て
頭
と
尻
尾
を
も
っ
て

来
な
い
の
で
あ
る
。
釜
石
の
住
民
は
多
く
の
世
紀
の
間
、
他
か
ら
隔
絶
し
て
暮
し
て
来
た
か
ら
、
お
互
に
密
接
な
結
合
を
な
し
、
彼
等
の
風
俗
習
慣

を
保
持
し
て
い
る
。
丈
が
高
く
て
恰
好
が
よ
く
、
膚
が
白
く
て
、
男
女
共
に
二
十
位
ま
で
は
容
貌
は
よ
い
が
、
そ
の
頃
か
ら
変
る
。
彼
等
は
喧
嘩
す

る
こ
と
を
大
そ
う
好
む
。
市
日
に
は
街
道
に
よ
く
人
だ
か
り
し
て
争
っ
て
い
る
。
釜
石
の
習
慣
と
し
て
、
立
派
な
服
装
を
し
た
人
と
往
き
会
う
と
、

ひ
い
て
い
た
馬
を
道
の
側
に
よ
け
て
そ
の
人
が
通
る
ま
で
待
っ
て
い
る
。
返
事
は
ハ
イ
ま
た
は
ハ
イ
ハ
イ
と
い
う
。
猿
の
話
、
章
魚
Ｏ
Ｃ
Ｂ
巨
の
の
話

な
ど
説
話
に
富
ん
で
い
る
。
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あ
と
の
魚
体
を
食
料
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
沖
で
頭
と
尻
尾
を
切
っ
て
も
っ
て
来
な
い
と
い
う
の
は
、
釣
り
あ
げ
た
鮫
は
危
険
で

あ
る
た
め
、
釣
り
上
げ
る
と
同
時
に
頭
を
切
っ
て
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
と
き
同
時
に
尻
尾
と
と
も
に
鰭
も
収
獲
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
盛
岡
藩
や
仙
台
藩
の
太
平
洋
岸
の
漁
村
が
こ
れ
ら
三
品
の
主
要
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
小
川
国
治
『
江
戸
幕
府
輸
出
海
産
物
の
研
究
ｌ

俵
物
の
生
産
と
集
荷
機
構
ｌ
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
二
月
、
二
五
六
～
八
二
頁
）
、
荒
居
英
治
『
近
世
海
産
物
経
済
史
の
研
究
』
（
名
著
出

版
、
一
九
八
八
年
三
月
、
二
三
五
～
六
一
頁
）
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
現
在
で
も
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
は
フ
カ
ヒ
レ
食
品
を
特
産
品
と
し

版
、
一
六

と
こ
ろ
で
一
八
八
三
萌
治
一
六
）
年
二
月
に
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
た
官
行
釜
石
鉱
山
の
あ
と
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
静
岡
県

出
身
の
初
代
田
中
長
兵
衛
が
借
り
受
け
、
新
た
に
小
型
高
炉
を
設
置
し
て
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
九
月
に
と
も
か
く
出
銑
に
成
功
し
て

い
る
（
飯
田
賢
一
「
日
本
鉄
鋼
技
術
史
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
九
年
四
月
、
一
二
一
頁
）
。
そ
こ
で
田
中
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
二

月
に
一
切
の
施
設
の
払
い
下
げ
を
申
請
し
、
同
年
七
月
、
そ
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
と
称
し
、
一
八
八
八
（
明
治
二

一
）
年
に
か
け
て
高
炉
を
増
設
す
る
（
同
上
、
一
二
○
～
一
頁
）
。
こ
の
あ
と
、
田
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
一
八
九
四
萌
治

二
七
）
年
三
月
に
日
本
最
初
の
コ
ー
ク
ス
銑
の
製
造
技
術
を
開
発
す
る
（
同
上
、
一
三
一
頁
）
。
こ
の
間
、
一
八
七
三
萌
治
六
）
年
七
月
に

官
行
指
令
を
受
け
な
が
ら
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
三
月
二
九
日
に
官
行
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
橋
野
高
炉
・
佐
比
内
高
炉
・
栗
林
高
炉

の
う
ち
、
橋
野
高
炉
の
み
は
、
瀬
川
清
兵
衛
と
渋
谷
善
兵
衛
の
手
で
細
々
と
し
た
経
営
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年

に
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
、
そ
の
経
営
に
移
っ
て
い
る
（
森
前
掲
書
、
一
七
三
～
四
頁
）
。

初
代
田
中
長
兵
衛
は
、
み
ず
か
ら
の
開
発
し
た
技
術
に
も
と
づ
き
経
営
に
努
力
す
る
が
、
十
分
な
利
益
を
あ
げ
る
ま
で
に
い
た
ら
ぬ
う
ち
に
、

一
九
○
一
（
明
治
三
四
）
年
に
こ
の
世
を
去
る
。
そ
し
て
、
事
業
は
二
代
目
田
中
長
兵
衛
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
二
代
目
は
、
一
九
○
三
（
明

治
三
六
）
年
に
銑
鋼
一
貫
生
産
に
踏
み
切
り
、
経
営
を
と
り
あ
え
ず
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
（
飯
田
前
掲
書
、
二
六
一
豆
。
『
遠
野
物
語
』
に
つ
い

て
の
原
話
が
佐
々
木
か
ら
柳
田
に
伝
え
ら
れ
、
上
梓
に
い
た
る
ま
で
の
時
期
に
、
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
佐
々
木
も
伊
能
も
、
そ
の
間
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
と
く
に
、
伊
能
は
、
当
時
、
「
遠
野
新
聞
」
の
主
筆
を
つ
と

て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
第
１
図
の
田
の
一
帯
に
お
け
る
大
島
高
任
に
よ
る
洋
式
高
炉
の
開
設
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
の
進
行
が
「
遠
野
物
語
」
の
山
人

讃
に
影
を
落
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
最
後
に
第
１
図
の
Ⅱ
の
一
帯
、
す
な
わ
ち
白
見
山
を
め
ぐ
る
一
帯
で
の
「
遠
野
物
語
」
の
山
人

證
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
一
帯
の
遠
野
郷
と
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
上
閉
伊
郡
大
槌
町
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
町
の
金

沢
地
区
と
い
う
の
は
、
奥
羽
藤
原
氏
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
砂
金
生
産
の
伝
承
を
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
沢
と
い
う
地
名
そ
の
も
の

が
、
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
帯
で
み
ら
れ
る
山
人
な
る
も
の
は
、
砂
金
や
金
鉱
を
探
る
鉱
山
師
で
あ
っ
た
公
算
が
大
き
い

（
「
大
槌
町
史
」
下
巻
、
大
槌
町
役
場
、
一
九
八
四
年
二
月
、
一
二
七
三
～
九
五
頁
）
。
鉱
山
民
俗
学
を
提
唱
す
る
内
藤
正
敏
は
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
マ
師

と
呼
ば
れ
た
鉱
山
師
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
こ
の
一
帯
で
多
く
み
ら
れ
た
と
い
う
地
域
の
人
々
の
話
を
採
録
し
て
い
る
丙
藤
正
敏
「
遠

野
物
語
の
原
風
景
」
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
一
○
月
、
二
二
一
～
四
五
豆
。
ま
た
、
金
沢
地
区
で
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
か
ら
一
九
二
六

（
大
正
一
五
）
年
に
か
け
て
四
三
件
の
金
山
の
試
掘
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
前
掲
「
大
槌
町
史
」
下
巻
、
一
二
八
九
～
九
二

頁
所
載
の
「
金
沢
村
内
金
山
出
願
等
一
覧
」
）
。
そ
の
意
味
で
Ⅲ
の
一
帯
と
も
ど
も
遠
野
側
に
し
か
山
人
證
が
存
在
し
な
い
の
は
、
柳
田
に
そ
の
よ

う
な
話
を
提
供
し
た
佐
々
木
や
伊
能
の
作
為
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。
な
お
、
金
山
地
区
を
通
る
金
沢
街
道
と
い
う
の
は
、
近
世
に
お
い
て
大
槌

湾
で
獲
れ
た
魚
を
内
陸
に
運
ぶ
と
き
、
通
過
す
る
に
あ
た
っ
て
口
銭
を
必
要
と
す
る
大
槌
の
市
を
避
け
る
脇
道
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
う
し
た
荷
物
の
輸
送
の
た
め
に
マ
タ
ギ
が
活
躍
し
た
こ
と
は
海
産
物
流
通
関
係
の
史
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
岩
本
由
輝
「
近
世

二
代
目
田
中
長
兵
衛
の
経
営
す
る
釜
石
鉱
山
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
好
況
で
業
績
を
伸
ば
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
三
月
に
田
中

鉱
山
株
式
会
社
と
な
る
が
、
大
戦
後
の
不
況
を
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
は
三
井
鉱
山
株
式
会
社
の
傘

下
に
入
り
、
そ
の
子
会
社
で
あ
る
釜
石
鉱
山
株
式
会
社
の
経
営
に
移
っ
て
い
る
（
同
上
、
二
六
一
頁
）
。

め
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

五
む
す
び
に
か
え
て

－28－



漁
村
共
同
体
の
変
遷
過
程
ｌ
商
品
経
済
の
進
展
と
村
落
共
同
体
ｌ
』
塙
書
房
、
一
九
七
○
年
一
月
、
一
八
八
頁
）
。
史
料
に
は
マ
タ
ギ
は
又
木
と
表
記

さ
れ
て
い
る
が
、
大
槌
の
市
で
は
荷
物
が
市
を
通
ら
な
い
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
藩
に
願
い
出
て
何
回
も
金
沢
街
道
を
切
り
崩
し
て
通
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
脇
道
は
す
ぐ
マ
タ
ギ
た
ち
の
手
で
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
マ
タ
ギ
に
も
山
人
の
影
を
感
じ
と
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
彼
ら
は
要
す
る
に
金
沢
地
区
の
住
民
で
あ
り
、
季
節
的
に
狩
に
従
事
し
な
が
ら
、
駄
送
な
ど
輸
送
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
々

さ
ら
に
、
Ⅱ
の
一
帯
の
遠
野
側
は
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
三
月
か
ら
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
ま
で
牛
馬
の
牧
場
と
し
て
山
奈
宗
真
に
よ

っ
て
開
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
（
田
面
木
貞
夫
「
遠
野
の
生
ん
だ
先
覚
者
・
山
奈
宗
真
』
遠
野
市
教
育
文
化
振
興
団
、
一
九
八
六
年
三
月
、
一
三

～
六
頁
）
、
ま
た
、
『
遠
野
物
語
』
上
梓
の
し
ば
ら
く
前
に
燐
寸
の
軸
木
工
場
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
牧
場
や
工
場
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
佐
々
木
に
よ
れ
ば
、
山
男
や
山
女
、
山
の
怪
な
ど
の
跳
梁
す
る
場
所
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
東
北
学
院
大
学
日
本
経
済
史
）

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
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